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№ 種別 出土地 古墳名（出土地名） 墳形／規模 時期 全長㎝ 高さ㎝ 目の表現 嘴の形状 羽の表現 尾羽の鈴 特記 主要文献
1 埴輪 福島県泉崎村 原山１号墳 前方後円／全長－ｍ ５c末 (37.0) (36.5) 竹管刺突 湾曲 刷毛目 不明 尾羽根元に環（輪） 辻秀人ほか1982
2 埴輪 神奈川県横浜市 冨士山古墳 円／全径29ｍ ６c中 (22.0) (26.5) 竹管刺突 湾曲 － × － 榎村寛之1995
3 埴輪 群馬県前橋市 （伝大室） － ６c後 (26.3) (20.3) 竹管刺突 湾曲 線刻 ○ 首に紐 大塚美恵子1996
4 埴輪 － － 穿孔 尖る 翼状 × 両翼を広げる 荻野谷正宏ほか2011
5 埴輪 (74.0) (73.0) 穿孔 尖る 翼状 × 両翼を広げる 荻野谷正宏ほか2011



































































№ 出土地 古墳名（出土地名） 墳形／規模 時期 形状／規模 籠手 鷹留 鷹向 頭髪／被り物／衣服／装飾／付帯 所蔵先 主要文献























































































































６c前 - - （竹管刺突） （湾曲） （線刻） （○） 今城塚古代歴史館 森田克行2011
2 和歌山県和歌山市 井辺八幡山古墳 前方後円／全長88ｍ ６c前 15.4 6.5 竹管刺突 湾曲 線刻 × － 森浩一ほか1972
3 奈良県天理市 星塚２号墳 前方後円／全長41ｍ ６c中 (11.5) (5.2) 竹管刺突 湾曲 線刻 不明 － 泉武ほか1990
4 不明（近畿か） 不明 - ６c 13.1 - 竹管刺突 直 - ○ 近つ飛鳥博物館 近つ飛鳥博物館1996
5 群馬県太田市 オクマン山古墳 円／全径29ｍ ６c後 15.0 - 竹管刺突 湾曲 線刻 ○ 東毛歴史資料館 佐藤春樹ほか1999
6 群馬県伊勢崎市 （境淵名） - ６c後 13.3 - 竹管刺突 湾曲 線刻 ○ 大和文華館 末永雅雄1962
7 群馬県伊勢崎市 （波志江町） - ６c後 - - - - - ○ 国学院大学考古学資料館 賀来孝代2004
8 群馬県太田市 （成塚） - ６c後 17.0 5.4 竹管刺突 - - ○ －
相川龍雄1931
群馬県編1936
9 群馬県藤岡市 （本郷） - ６c後 - - 竹管刺突 湾曲 線刻 ○ －
相川龍雄1931
群馬県編1936
10 不明（関東か） 不明 - ６c後 14.4 4.6 竹管刺突 湾曲 線刻 ○ 四天王寺宝物館 永峯光一・水野正好編1977





























































































































































































































































































































      b.群馬県編・発行『群馬県古墳概観』1936. 
（38）註13文献に同じ。 








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































塚廻り４号墳（人物４） 挙げる 腰 美豆良 赤彩化粧
塚廻り４号墳（人物５） 挙げる 腰 美豆良 帽子 赤彩化粧
笹鉾山２号墳（１号人物） 挙げる 下げる 美豆良 髭状入墨
笹鉾山２号墳（２号人物） 挙げる 下げる 美豆良 鎌
新屋敷Ｃ区35号墳 挙げる 腰 美豆良 双又帽 鎌 金子直行ほか1996
多田山４号墳 挙げる 腰 美豆良 菅笠 鎌
多田山６号墳 挙げる 腰 美豆良 鎌
世良田諏訪下23号墳 下げる 挙げる 美豆良 鎌 赤彩化粧 三浦京子ほか1998
杉崎コロニー88号墳 挙げる 下げる 赤彩化粧 井博幸ほか1980
下桑島西原２号墳 挙げる 下げる 鉢巻き （乳房） 梁木誠・今平利幸1992
綿貫観音山古墳 挙げる 胸 美豆良 帽子 首飾り・耳環 鎌 赤彩化粧 徳江秀夫ほか1998
小泉大塚越３号墳 挙げる 胸 美豆良 帽子 首飾り 鎌 宮塚義人ほか1993
姫塚古墳 挙げる 下げる 菅笠 首飾り 鎌 亀井正道1995
野原古墳 下げる 挙げる 美豆良 鎌 東京国立博物館1986
甲子塚古墳（人物17） 下げる 挙げる 首飾り 鎌
甲子塚古墳（人物18） 挙げる 挙げる 首飾り 鎌
甲子塚古墳（人物19） 下げる 挙げる 美豆良 鎌 赤彩化粧
甲子塚古墳（人物20） 美豆良
諏訪ノ木古墳（人物113） 下げる 挙げる 美豆良 鉢巻き 首飾り
諏訪ノ木古墳（人物114） 下げる 挙げる 美豆良 首飾り
明神山５号墳（人物Ａ） 挙げる 下げる 双又帽 鎌
明神山５号墳（人物Ｂ） 挙げる 下げる 双又帽 鎌
中原Ⅱ遺跡１号墳（人物
115）
下げる 下げる 美豆良 菅笠 鎌
中原Ⅱ遺跡１号墳（人物
116）
腰 腰 美豆良 帽子 首飾り 赤彩化粧
酒巻14号墳（人物№１） 美豆良 鎌











































































































































































































































































































































































































   b.永峯光一・水野正好編『日本原始美術大系３ 土偶・埴輪』講談社，1977，p.93（図版174）. 


























































（57）註14a文献，p.171. 註 14b文献，p.266. 
（58）桃崎祐輔「草原を超え，海を渡った騎馬文化－東アジア的視点からみた三燕・朝鮮三国・倭国の馬具－」
『馬 アジアを駆けた二千年』九州国立博物館，2010，pp.1440～153. 













































































































































































































































































































№ 出土地 古墳・遺跡名 墳形／規模 時期 牛形埴輪 （残存部など）の特徴 共伴する形象埴輪 主要文献
1 兵庫県朝来市 船宮古墳 前方後円墳／全長91ｍ ５c後 鼻（鼻環付）と口の破片 形象（不明） 高橋克壽ほか2005

















5 鳴神埴輪窯跡 埴輪窯 ６c前 角のみ 萩野谷正宏ほか2011
6 ６c前 頭部（角・耳の表現）～体部・脚部 今西康宏・渡井彩乃2015
7 ６c前 頭部（角・耳の表現）～体部・脚部 今西康宏・渡井彩乃2015
8 昼神車塚古墳 前方後円墳／全長56ｍ ６c中 角・体部・脚部破片 動物（犬・猪）・人物（力士など） 今西康宏・渡井彩乃2015




10 奈良県田原本町 羽子田１号墳 前方後円墳／全長30ｍ ６c前 頭部～体部（角と３本の脚欠損） 人物（盾持） 千賀久1991
11 ６c前 頭部～体部・脚部 高橋克壽ほか2005
12 ６c前 頭部 高橋克壽ほか2005
13 ６c前 頭部（角の表現） 高橋克壽ほか2005
14 千葉県印西市 小林１号墳 円墳／墳径18ｍ ６c中 頭部 動物（馬・猪）・人物 亀井正道1995






































































国名 牛牧名 国名 馬牛牧名
武蔵国 神埼牛牧 相模国 高野馬牛牧
上総国 負野牛牧 備前国 長嶋馬牛牧
































































№ 出土地 遺跡・古墳名 遺構名／性格 時期 ウシ遺存体 （残存部位）の特徴 特記 主要文献
1 奈良県御所市 南郷大東遺跡 SX01・SX02／貯水池 ５c 上下臼歯４点 松井章2003




3 大分県中津市 幣旗邸古墳１号墳 集石遺構／円墳（径20ｍ） ５c末 上顎臼歯６点・頭蓋骨片少量 ７才前後，ウシの供犠痕跡 桃崎祐輔1995







6 第９a層／－ ６c前～中 上顎臼歯１点・臼歯破片１点 畑暢子・井上智博2002
7 第10b面・溝17／溝 ６c前～中 下顎臼歯破片１点 畑暢子・井上智博2002
8 兵庫県神戸市 郡家遺跡 １Ａ区SK05／土坑 ６c 下顎骨１点 須恵器甕片と共伴 村尾政人ほか2004
9 大阪府四条綴市 四条綴町Ｄ古墳 横穴式石室内／円墳か ６c後か 下顎臼歯４点 ウマ下顎臼歯と共伴 柴田清吾1969，桃崎祐輔1993


























15 ２F-38／住居 ７c 左側脛骨の切断品 幅４㎝の長さで輪切り 金子裕昌1982
16 ２F-58／住居 ７c 歯９～10点（現存６点） 床面出土 金子浩昌1982
17 上顎臼歯１点・下顎臼歯９点・下顎骨１点・前肢骨２点 国分寺中間牛Ａ（壮齢） 大江正直ほか1990
18 上顎臼歯10点・頭蓋骨２点 国分寺中間牛Ｂ（壮齢） 大江正直ほか1990




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      b.註８文献に同じ。 




































































































































































































７は，長円形の基台部（基底部：長軸 61.9 ㎝×短軸 29.5 ㎝，復元高 32.7 ㎝）の上に，機織りをす
る女性像が表現されている。女性像の首回りには，粘土玉による首飾りの痕跡が残っている。一方，

































































































































   a.註 10文献，pp.94～96. 
b.武田幸男「徳興里壁画古墳被葬者の出自と経歴」『朝鮮学報』第130輯，朝鮮学会，1989，pp.1～36. 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（24）註11文献，p.18. 註 20文献，p.16. 
（25）註11文献，p.17. 









































































   桜ケ丘遺跡出土の１号銅鐸（２区流水文銅鐸）は，同一鋳型で作られたものが４例ある。 
桜ケ丘遺跡出土の銅鐸が最も古く，次ぎに，推定製作順に記す。 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































－ － － 松本俊吉1937－
－
○















男子全身立像／68×－㎝ 扁平髷／団扇型 右手挙げ、左手下げ－ －
６－表１　扁平髷の力士埴輪一覧
－ － － － 髷に１条の線刻 関川妥200715 福岡県北九州市 荒神森古墳 前方後円墳／67ｍ
６c
前
男子像／－ 扁平髷／扇子型 耳上 ○
Ⅱ期






































































































































































































































































































































































































































      b.和歌山県立紀伊風土記の丘編・発行『平成20年度特別展 岩橋千塚』2008. 











b.石井清司「稻葉山10号墳」『丹波の古墳Ⅰ 由良川流域の古墳』山城考古学研究会，1983， pp.81～87. 

















































      b.佐藤純一・清水邦彦・関真一・辻川哲朗・松田度「井辺八幡山古墳の再検討―造り出し埴輪群の配置復
原を中心に―」『同志社大学歴史資料館館報』第10号，同志社大学，2007，pp.13～34. 


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































色 顔料名 鉱物名など 竹原古墳 高句麗壁画古墳
水銀朱 辰砂 ○




































































































































































































































































































































































































































































































    一方「天馬」と解釈する説は，東潮・辰巳和弘によって提言されている。 
    h.東潮「装飾古墳の源流―東アジアの装飾墓－」『装飾古墳の世界』朝日新聞社，1993，pp.126～127.  




























































      b.宮若市教育委員会編・発行『国指定60周年記念シンポジウム 史跡竹原古墳―過去・現在・未来―』2018. 

































      b.耿鉄華『高句麗古墓壁画研究』吉林大学出版社，2008，p.334. 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































     ３:大塚美恵子「鷹の埴輪について―伝大室出土の鷹形埴輪に関連して―」『群馬考古学手帳』vol. 
６，群馬土器観会，1996，p.90（第２図）. 
     ４:荻野谷正宏ほか『大王の埴輪・紀氏の埴輪―今城塚と岩橋千塚―』和歌山県立紀伊風土記の丘， 
2011，p.41（図版92・図版93）. 









     ４:永峯光一・水野正好編『日本原始美術大系３ 土偶・埴輪』講談社，1977，p.94（図版175）. 
１－図６ 荻野谷正宏ほか『大王の埴輪・紀氏の埴輪―今城塚と岩橋千塚―』和歌山県立紀伊風土記の丘，2011， 
 p.4（図２）・p.5（図３）. 





     ２:泉武ほか『星塚・小路遺跡の調査』天理市教育委員会，1990，p.110（図 61）. 





     ４:大阪府立近つ飛鳥博物館編・発行『古代の群像―俑と埴輪―』1996. p.3（図版４）. 
     ５:Yoshiko Kakudo“The Art of Japan”Asian Art Museum，San Francisco，1991，p.45. 
１－図９ 荻野谷正宏ほか『大王の埴輪・紀氏の埴輪―今城塚と岩橋千塚―』和歌山県立紀伊風土記の丘，2011， 
 p.12（図 12）. 
１－図10 加藤秀幸「鷹狩り文化史」『季刊アニマ』２，平凡社，1975，p.91. 
１－図12 池内宏・梅原末治『通溝 巻下』日満文化協会，1940，第８図・図版第51. 
１－図14 １:読売テレビ放送編『好太王碑と集安の壁画古墳』木耳社，1988，p.108. 
  ２:早乙女雅博編『高句麗壁画古墳』共同通信社，2005，p.284（図版265）. 
３:朝鮮民主主義人民共和国社会科学院・朝鮮画報社『徳興里高句麗壁画古墳』講談社，1986，pp.30 
～31（図版36）. 
          ４:早乙女雅博編『高句麗壁画古墳』共同通信社，2005，pp.240～241（図版228）. 
１－図15 方起東「吉林集安麻線溝一号壁画墓」『吉林集安高句麗墓葬報告集（吉林省文物考古研究所編著）』科 
学出版社，2009，p.32（図５）. 











深澤敦仁ほか『多田山古墳群』群馬県埋蔵文化財調査事業団，2004，p.106（図 90）・p.122（図 104）・ 
p.126（図 108）・p.151（図129）・p.168（図143）. 



































２－図９ 奈良県立橿原考古学研究所附属博物館編・発行『大和考古資料目録 第 15集』1988，p.1（№3659）. 
２－図10 安村俊史『高井田横穴群』柏原市立歴史資料館，2012，p.7. 
２－図11 柳沢一男『描かれた黄泉の世界 王塚古墳』新泉社，2004，p.45（図41）. 
２－図12 森貞次郎『竹原古墳』中央公論美術出版，1968，p.15（挿図７）. 
森貞次郎ほか『竹原古墳』若宮町教育委員会，1982，巻頭図版１. 










３－図１ １:鈴木裕明ほか『四条遺跡Ⅱ』奈良県立橿原考古学研究所，2010，p.144（図 94）. 
          ２:高橋克壽ほか『奈良山発掘調査報告Ⅰ―石のカラト古墳・音乗谷古墳の調査―』奈良文化財研究 
所，2005，p.140（Fig.78）. 
         ３:吉村幾温「６ Ｄ－27号墳」『寺口忍海古墳群』新庄町教育委員会・奈良県立橿原考古学研究所， 
1988，pp.50（図 30）. 
 ４・５:今西康宏・渡井彩乃『大王墓にみる動物埴輪』高槻市立今城塚古代歴史館，2015，pp.7～8. 
 ６:田原本町教育委員会編・発行『田原本の遺跡５ 田原本の埴輪』，2007，p.10（図版39）. 


































































     ２:読売テレビ放送編『好太王碑と集安の壁画古墳』木耳社，1988，pp.102～103折り込み図. 
５－図７ １:共同通信社編・発行『世界遺産 高句麗壁画古墳展』2005，p.16（図版３）. 
２:早乙女雅博編『高句麗壁画古墳』共同通信社，2005，pp.80～81（図版13）. 















     ２:河南省文化局文物工作隊『鄧県彩色画象磚墓』北九州中国書店，1981，p.14（図10）. 
 
６章 
６－図１ １:鈴木裕明ほか『四条遺跡Ⅱ』奈良県立橿原考古学研究所，2010，p.104（図 66-85）. 
     ２:若狭徹『保渡田Ⅶ遺跡』群馬町教育委員会，1990，p.47（第33図-人物13）. 
     ３～５・10:清水豊編『力士の考古学』かみつけの里博物館，2008，p.6・p.16・p.22． 
          ６:斎藤忠・大塚初重ほか『三昧塚古墳』茨城県教育委員会，1960，p.74（第32図-３）. 
     ７:荻野谷正宏ほか『大王の埴輪・紀氏の埴輪―今城塚と岩橋千塚―』和歌山県立紀伊風土記の丘， 
2011，p.31（60）. 
          ８:末永雅雄・森浩一ほか『岩橋千塚』関西大学文学部考古学研究室，1967，p.182（第 59図-１）. 





     11:関川妥『荒神森古墳２―第２次・３次・４次調査―』北九州市教育委員会，2007，p.49（第311 
図-11）. 
    12:富成哲也「大阪府昼神車塚古墳」『日本考古学年報（1976年版）』29，日本考古学協会，1978，p.66 
（図３-１）. 





     鈴木裕明ほか『四条遺跡Ⅱ』奈良県立橿原考古学研究所，2010，PL.107（図版66-85）. 
６－図４ 清水豊編『力士の考古学』かみつけの里博物館，2008，p.31． 







６－図８ １:池内宏・梅原末治『通溝 巻下』日満文化協会，1940，図版第25. 
  ２:早乙女雅博編『高句麗壁画古墳』共同通信社，2005，p.86（図版20）. 
６－図９ １・２・５:池内宏・梅原末治『通溝 巻下』日満文化協会，1940，図版第55（２）・図版64（２）・ 
図版76（２）. 
     ３:早乙女雅博編『高句麗壁画古墳』共同通信社，2005，p.286（図版268）. 
          ４:朝鮮画報社出版部編『高句麗古墳壁画』朝鮮画報社，1985，図版99. 
６－図10 朱栄憲（有光教一監修・永島暉臣慎訳）『高句麗の壁画古墳』学生社，1972，図57.（一部加筆） 
６－図11 長谷川明『相撲の誕生（新潮選書）』新潮社，1993，p.137・p.138. 




















     国立歴史民俗博物館編『装飾古墳の世界』朝日新聞社，1993，p.47（図版25）. 
７－図８ １・３・７:池内宏・梅原末治『通溝 巻下』日満文化協会，1940，図版第31（２）・図版第67（２）・ 
図版第72. 
     ２:朝鮮画報社出版部編『高句麗古墳壁画』朝鮮画報社，1985，図版50. 
     ４・８:金元龍編『韓国美術全集４ 壁画』同和出版公社，1974，p.52（図版40）・p.109（図版97）. 
          ５・６・９:早乙女雅博編『高句麗壁画古墳』共同通信社，2005，p.175（図版145・図版146）・p.295 
（図版278）・p.218（図版203）・p.219（図版204）. 
          10:軽部慈恩『百済遺跡の研究』吉川弘文館，1971，図版30. 
７－図９ 軽部慈恩『百済遺跡の研究』吉川弘文館，1971，図版24. 
７－図10 １:池内宏・梅原末治『通溝 巻下』日満文化協会，1940，図版第46. 




     国立歴史民俗博物館編『装飾古墳の世界』朝日新聞社，1993，p.47（図版26）. 
７－図13 １・４・７・８:早乙女雅博編『高句麗壁画古墳』共同通信社，2005，p.242（図版229）・p.272（図 
版 142）・p.299（模写図４）・p.224（図版209）. 
          ２・３・６:池内宏・梅原末治『通溝 巻下』日満文化協会，1940，図版第58（１）・図版第67（１）・ 
図版第75. 
          ５:朝鮮画報社出版部編『高句麗古墳壁画』朝鮮画報社，1985，図版142. 
          ９:軽部慈恩『百済遺跡の研究』吉川弘文館，1971，図版30. 






７－図16 １・３・９:池内宏・梅原末治『通溝 巻下』日満文化協会，1940，図版第30（３）・図版第68（２）・ 
図版第74. 
          ２・５・６・８・10:早乙女雅博編『高句麗壁画古墳』共同通信社，2005，p.243（図版231）・p.308 
（模写図24）・p.173（図版143）・p.290（図版270）・p.298（模写図１）. 
          ４・７:朝鮮画報社出版部編『高句麗古墳壁画』朝鮮画報社，1985，図版100・図版140. 
          11:軽部慈恩『百済遺跡の研究』吉川弘文館，1971，図版30. 
７－図17 中国墓室壁画全集編集委員会編『中国墓室壁画全集1 漢魏晋南北朝』河北教育出版社，2011，p.102 
（図版122）. 
７－図18 １:耿鉄華『高句麗古墓壁画研究』吉林大学出版社，2008，p.334（図版24）. 
































































     ４・５:萩野谷正宏ほか『大王の埴輪・紀氏の埴輪―今城塚と岩橋千塚―』和歌山県立紀伊風土記の丘， 
2011. 
     ６～８:今西康宏・渡井彩乃『大王墓にみる動物埴輪』高槻市立今城塚古代歴史館，2015. 
     ９:笠原勝彦『市営住宅梶第一団地建替えに伴う埋蔵文化財発掘調査 梶遺跡』守口市教育委員会， 
1991. 
  10:千賀久『特別展はにわの動物園Ⅱ―近畿の動物埴輪の世界―』奈良県立橿原考古学研究所附属博物 
館，1991. 
14: 亀井正道『人物・動物はにわ（日本の美術第346号）』至文堂，1995. 
          15:千葉県立房総風土記の丘編・発行『企画展 房総のはにわ』1982. 
３－表３ １:松井章「南郷大東遺跡出土の動物遺存体」『南郷遺跡群Ⅲ』奈良県立橿原考古学研究所，2003，pp.303 
～308. 
          ２:西中川駿「宇土城三ﾉ丸跡出土の動物骨について」『宇土城三ﾉ丸跡』宇土市教育委員会，1982，pp.71 
～79. 
 ３:桃崎祐輔「幣旗邸古墳1号墳出土の家牛（Bos taurus）歯・家犬（Canis familaris LINNAEUS）骨」 
『幣旗邸古墳1号墳』中津市教育委員会，1995，pp.20～23. 
     ４:藤田正勝・宮路淳子・松井章「瓜破遺跡（ＵＲ00-８次）発掘調査出土の動物遺存体」『瓜破遺跡発 
掘調査報告Ⅱ』大阪市文化財協会，2002，pp.128～133. 
          ５:丸山真史「瓜破遺跡（ＵＲ11-１次調査）出土のウシについて」『瓜破・住道矢田・矢田遺跡発掘調 
査報告』大阪市博物館協会大阪文化財研究所，2013，pp.533～535. 
     ６・７:畑暢子・井上智博ほか『池島・福万寺遺跡２（福万寺Ⅰ期地区）―遺構・遺物編―』大阪府文 
化財センター，2002. 
          ８:村尾政人ほか『郡家遺跡第75次発掘調査報告書』郡家遺跡調査団，2004. 
     ９:柴田清吾『日本古代家畜史の研究』学術書出版会，1969. 
桃崎祐輔「古墳に伴う牛馬供犠の検討―日本列島・朝鮮半島・中国東北地方の事例を比較して―」 
『古文化談叢』第31集，九州古文化研究会，1993，pp.1～141. 
          10:久保和士「動物遺体の調査結果と検討」『大阪市平野区長原遺跡東部地区発掘調査報告Ⅱ』(財)大 
阪市文化財協会，1999，pp.107～120. 
          11・12:井上貴央「長瀬高浜遺跡より出土した人骨と動物遺体について」『長瀬高浜遺跡発掘調査報告 
書Ⅵ（本文編）』鳥取県教育文化財団，1983，pp.285～312. 
    13:金子浩昌「上ノ台遺跡出土の獣類遺体」『千葉・上ノ台遺跡（付篇）』，千葉市教育委員会，1981， 
pp.13～18. 













     ２:若狭徹ほか『史跡保渡田古墳群 井出二子山古墳』高崎市教育委員会，2009. 
     ３:若狭徹・田辺芳昭ほか『保渡田八幡塚古墳』群馬町教育委員会，2000. 
  ４:富成哲也「大阪府昼神車塚古墳」『日本考古学年報（1976年版）』29，日本考古学協会，1978，pp.64 







          ６:辻秀人ほか『原山１号墳発掘調査概報』福島県教育委員会，1982. 
     ７:斎藤忠・大塚初重ほか『三昧塚古墳』茨城県教育委員会，1960. 
     ８:鐘ケ江一朗ほか『発掘された埴輪群と今城塚古墳』，高槻市教育委員会・高槻市立しろあと歴史館， 
2004. 
森田克行『よみがえる大王墓 今城塚古墳』新泉社，2011. 
     ９:荻野谷正宏ほか『大王の埴輪・紀氏の埴輪―今城塚と岩橋千塚―』和歌山県立紀伊風土記の丘，2011. 
    森田克行『よみがえる大王墓 今城塚古墳』新泉社，2011. 
10:富成哲也「大阪府昼神車塚古墳」『日本考古学年報（1976年版）』29，日本考古学協会，1978，pp.64 
       ～67（図版17～18）. 
     11:末永雅雄・森浩一ほか『岩橋千塚』関西大学文学部考古学研究室，1967. 
     12:森浩一ほか『井辺八幡山古墳』同志社大学文学部文化学科内考古学研究室，1972. 
     13:中原義史・瓜生由起『ふくい発掘 前線』福井県立博物館，1998. 
          14:石井清司「稻葉山10号墳」『丹波の古墳Ⅰ 由良川流域の古墳』山城考古学研究会，1983，pp.81 
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     16:山口健剛「６世紀前半の大量の埴輪－熊本県中村双子塚古墳－」『季刊考古学』第84号，雄山閣， 
2003，pp.89～90. 
山鹿市立博物館編・発行『山鹿市立博物館収蔵品 図録』2015. 
          17:亀井正道『人物・動物はにわ（日本の美術第346号）』至文堂，1995. 






     青木繁夫「壁画の描写技法」『高句麗壁画古墳報道写真展』共同通信社，2012，p.13（表１）. 
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